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山内図書館の基本方針 

山内図書館の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山内図書館は、昭和 52（1977）年に横浜市内で２番目の地域館として開館しました。駅から徒歩３分

の場所にあり、アクセスのよい便利な図書館です。蔵書数は中央図書館に次いで市内２番目（194,004 冊 

典拠：『横浜市の図書館 2025』）と規模の大きい図書館です。平成 22（2010）年度から有隣堂グループ

を指定管理者とする管理運営が行われており、令和７（2025）年度から令和 11（2029）年度の期間も

引き続き有隣堂グループによる指定管理運営を行います。 

指定管理者 

名 称 有隣堂グループ 

所 在 地 横浜市戸塚区品濃町 881⁻16 

代 表 団 体 株式会社 有隣堂 代表取締役社長 松信健太郎 

構 成 団 体 三洋装備株式会社 代表取締役社長 菅生龍太郎 

指 定 期 間 令和７年４月１日～令和 11 年３月 31 日 

指定管理者有隣堂グループは、「本」を専門とする株式会社有隣堂と「施設維持管理」を専門とする三

洋装備株式会社で構成しています。有隣堂は、貸出返却・登録・レファレンスなどのカウンター業務を始め、

資料の管理、予約業務、読書活動推進事業などの図書館運営全般を行っています。三洋装備は、山内

地区センターとの共用部分を含む建物管理や日々の清掃業務および図書取次サービスを担当しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 名 横浜市山内図書館 

所 在 地 横浜市青葉区あざみ野二丁目３番地の２ 

構  造 

規  模 

鉄筋コンクリート造３階建 

（図書館部分：２階） 

地区センター併設（全体 4,433.28 ㎡） 

延床面積 2147.22 ㎡ 

付  帯 
駐車場（施設全体で 12 台、業務用３台、 

身障者用１台） 

山
内
図
書
館
運
営
組
織
図 



  

4 

山内図書館のコンセプト 

 

「求心力」には２つの意味があります。一つ目は「①人を引き付ける魅力や多くの人を巻き込む力」で

す。私たちは快適な読書空間、多彩な課題を解決するための蔵書、魅力的なイベント、丁寧なサービ

スで、この力を発揮します。二つ目は「②物事の中心となって周囲を取りまとめる力」です。山内図書館

が青葉区という一つのコミュニティの「核」となり、地域の皆様が集い、憩う場となるように努めます。 

 

横浜市図書館ビジョン 

令和６年に策定された「横浜市図書館ビジョン」では、新たな図書館像として５つの基本方針が掲

げられました。方針ごとに目標を以下のように定め、読書活動の推進に取り組んでいきます。 
 

方針１：未来を担う子どもたちのための図書館 

  目標：児童書の整備、体験型イベントの開催、学校との連携により「こどもまんなか社会」を実現し

ます。 
 

方針２：あらゆる市民のための図書館 

 目標：インクルーシブな図書館を目指した環境整備を行います。 
 

方針３：まちとコミュニティのための図書館 

 目標：これまで培ったコミュニティとネットワークを最大限活用し、地域の方と一緒にまちの活性化を

図ります。 
 

方針４：利用しやすい図書館サービス 

 目標：デジタルツールの活用支援や託児サービスなどを行い、読書しやすい環境を整備します。 
 

方針５：柔軟に変化し魅力がいつまでも持続する図書館 

 目標：新しいテクノロジーを取り入れ、柔軟な発想力を持ってチャレンジする司書を育成します。 

 

 

求心力をもつ図書館 

ーここに集まりここから旅立つー 
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令和８年度の事業計画 

令和８年度の運営目標 

指定管理第４期の２年目となる令和８年度は、横浜市図書館ビジョンを踏まえて、乳幼児から高

齢者まで幅広い世代の人びとが、豊かな読書活動を行うことができるように山内図書館を運営していき

ます（次掲表に対応基本方針を明示）。また、令和７年度に策定した「第三次青葉区民読書活動

推進目標」を軸とし、青葉区役所や区内市民利用施設、ボランティアや市民と協働して読書活動を推

進します。 

 
 

視点 令和８年度運営目標 令和８年度管理指標・数値 

 

（ア）区内の図書貸出施設

や団体、ボランティア等と連携

して地域の読書活動を推進し

ます 

【図書館ビジョン基本方針３】 

･乳幼児健診のおはなし会開催            ６回 

･修理ボランティアに活動の場を提供         50 回 

･読み聞かせボランティアに活動の場を提供    100 回 

･ボランティア養成講座開催 

読み聞かせ講座（初級）（ステップアップ） 各１回 

（イ）読書活動推進のため

に、区内の読書活動拠点のネ

ットワークを構築します 

【図書館ビジョン基本方針３】 

･読書関係団体交流会（青葉区役所との共催） １回 

･図書取次事業の継続               ７施設 

（ウ）図書館の環境を整備・

改善していきます 

【図書館ビジョン基本方針２】 

【図書館ビジョン基本方針３】 

･リノベーションの設計協力                  

･イングリッシュガーデンの再構築 

 

 

（エ）インクルーシブな図書

館を目指します 

【図書館ビジョン基本方針２】 

･りんごの棚の拡充                   10 冊 

･Ⅾブックスの補強                    10 冊 

･対面朗読の実施                   20 回 

･世界アルツハイマー月間事業             １本  

･県立特別支援学校への協力        依頼に対応 

   職業体験（高等部）図書館見学（小中学部） 

･スタッフ研修（人権研修）              １回 

･有料託児サービス実施                15 回 

 

（オ）市民の課題解決支

援、読書活動の支援となる事

業を展開します 

【図書館ビジョン基本方針１】 

【図書館ビジョン基本方針５】 

･読書活動推進事業              別紙１参照 

ア 
利
用
者
サ
ー
ビ
ス 
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視点 令和８年度運営目標 令和８年度管理指標・数値 

 

（カ）レファレンス機能を充実

させます 

【図書館ビジョン基本方針５】 

･レファレンス専門カウンター「やまうちよろず相談処」への職

員配置                       常時 

･横浜市立図書館共通利用商用データベースの活用            

８種 

･山内図書館独自導入商用データベースの活用  ５種 

          

（キ）地域資料を継続的に

収集し、地域情報を発信しま

す 

【図書館ビジョン基本方針３】 

･GREEN×EXPO2027 関連の展示と講座     2 回 

･GREEN×EXPO2027 広報への協力 

  横断幕と幟旗の設置                継続 

･街あるき（郷土史家と青葉区の歴史散歩）   １回 

･地域の伝統芸能の見学講座             １回 

･地産地消の移動販売の実施            10 回 

･横浜市ハマトレ実施                 20 回 

･郷土史研究会への参加                1 回 

（ク）学校への支援を積極

的にすすめます 

【図書館ビジョン基本方針１】 

･学校連携事業                別紙２参照 

（ケ）広報媒体を見直し、効

率的に情報を発信します 

【図書館ビジョン基本方針４】 

･ホームページの更新                   適宜 

･ブログを活用した読書活動推進事業の広報と報告   

24 回 

･SNS を活用した図書館の広報            適宜 

･青葉区役所戸籍課への図書館作成チラシ提供           

600 枚×12 回 

･図書館だよりの発行                  ３回 

 

 

（ア）コンプライアンスの徹底

を図ります 

･コンプライアンス研修                       １回 

 

（イ）防災への取り組みをす

すめます 

･山内地区センターと合同で行う災害時対応研修 ２回 

･利用者向け防災講座の開催            １回 

（ウ）危機管理、安全衛生

管理を徹底し、安心・安全な

図書館をつくります 

･防犯カメラの運用と図書館スタッフ、設備管理スタッフによ

る巡回                                 適宜 

･事件事故防止マニュアルの確認と有事初動の確認 

･危機対応研修                     １回 

（エ）個人情報の保護を徹

底的に実施し、遵守について

スタッフ全員に周知します 

･横浜市個人情報取り扱いの確認 

･個人情報保護内部監査（有隣堂プライバシーマネジメ

ントシステム定期監査）                ６月 

･個人情報整備・保護点検               ９月 

･個人情報棚卸                     １月 

･個人情報保護研修                  ２回 

 

（オ）施設・設備の維持管

理を適切に行います 

･建築物・建築設備の維持管理            通年 

･計画的な修繕                      通年 

ア 

利
用
者
サ
ー
ビ
ス 

イ 

業
務
運
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視点 令和８年度運営目標 令和８年度管理指標・数値 

 （ア）スタッフへの教育・研修

を実施し、能力向上・意欲の

維持向上に努めます 

【図書館ビジョン基本方針５】 

･接遇研修                        １回 

･人権研修                        １回 

･アルバイト向け修理基本講座             １回 

･危機対応研修                     １回 

･個人情報保護研修                  ２回 

 （ア）予算内に経費を抑え、

効率的に管理します 

･山内堂の売り上げ                 1２万円 

※３期の実績に基づき算出 

令和８年度の具体的な取り組み 

ア 利用者サービス 

（ア）地域の読書活動推進 

・青葉区役所や区内市民利用施設、ボランティアや市民と協働して読書活動を推進しま

す。 

・令和７年度に策定した「第三次青葉区民読書活動推進目標」、および令和６年度に策

定された「第三次横浜市民読書活動推進計画」に則り事業を展開します。 

・青葉おはなしフェスティバル実行委員会、同じ建物内の山内地区センターとの三者共催で

青葉おはなしフェスティバルを開催します。 

・青葉区役所こども家庭支援課と読書活動推進事務局会議を定期的（月１回）に開催

し、協力体制を維持します。 

・青葉区役所で行われる乳幼児健診（１歳６か月）に図書館職員と読み聞かせボランテ

ィアが出向き、手遊びやわらべうたを交えたおはなし会を開催します。 

・読み聞かせボランティアの養成講座を開催します。春に初級編、秋以降ステップアップ編を

開催予定です。受講修了者がボランティアとして活動できるようにフォローアップを行います。

準備が整った段階で山内図書館のおはなし会に参加してもらいます。 

・修理ボランティアに活躍の場を提供します。現在活動している２グループには、山内図書館

で定例の活動日を設け本の修理をしてもらう他、学校連携事業にも参加してもらい、受

講者の手助けを担当します。 

・読み聞かせボランティアが活躍できる場を作ります。山内図書館が開催する各種おはなし会

に参加してもらいます。 

 

（イ）読書活動拠点のネットワークを構築 

・青葉区内の読書関連施設や団体、ボランティア等をコーディネイトします。区内の施設や団

体から話し手の依頼があった場合は、読み聞かせボランティアを紹介していきます。 

エ 

財
務 

ウ 

職
員
育
成 
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・「読書関係団体交流会」を青葉区こども家庭支援課と共催します。図書貸出施設の担当

者、読み聞かせボランティア等が集まり読書活動の情報共有および交流を進める会としま

す。 

 (ウ）図書館内の環境整備 

・大規模リノベーションに向けた準備に協力していきます。日常的に施設を運営してきた立場

から、利用者のニーズや課題を伝えることが重要であると考えます。過去に利用者から寄せ

られた要望や意見を集約し、現図書館の課題を抽出します。 

・外壁工事に伴い損壊したイングリッシュガーデンを再整備します。 

・書庫と団貸室の蛍光灯を LED に交換します。 

 (エ)インクルーシブな図書館 

・障がいのある人が利用しやすい環境を整備するとともに、利用したい蔵書を構成していきま

す。 

・障がいのある人が利用しやすい本を集めた「りんごの棚」の本、および認知症関連の本を集

めた「Ⅾブックス」コーナーの本を引き続き購入します。 

・対面朗読の申し込み者と音訳者のコーディネイトを速やかに進めます。 

・世界アルツハイマー月間の９月に、認知症関連の講座等を開催します。 

・県立特別支援学校２校から高等部生徒の職業体験を積極的に受け入れます。同じく、

県立特別支援学校の小・中学部の図書館見学を積極的に受け入れます。 

・子育て中の保護者が図書館をゆっくり安心して利用できるように、お子さんを有料で預かる

託児サービスを継続します。 

（オ）読書活動推進事業：年間計画は別紙１参照 

年間を通じて課題解決に役立つ講座を開催します。また、横浜市や青葉区の各課と連

携した展示等を予定しています。図書館ビジョン基本方針３に則り、複数の団体やボランティ

アと協働で山内図書館の事業を展開します。 

・新規事業として、令和８年度は以下の事業を起ち上げます。 

①青葉くらし情報交換ボード 

 来館者から、青葉区内のおすすめの場所を募集し掲出します。生活者目線での地域情

報を共有できるものを作成し、新たに転入してきた人などへ、リアルな生活情報を提供し

ます。収集した情報については、継続的な利用ができる方法を検討していきます（５月

実施予定）。 

②図書館 DX「申込フォーム」にトライ 

 デジタル機器の活用を得意としない人へ向けて、実際に活用する場をつくります。電子フォ

ームを使った申込ができるように用意し、実際に申込を体験してもらいます（11 月の秋の

統一キャンペーンにあわせて実施予定）。 

③ボードゲーム体験会 

 複数人でプレイするボードゲームの場を設けます。グループ内は様々な年齢の人を含むよう

に振り分け、世代間の交流の場となることをめざします（12 月実施予定）。 
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④ふかぼり災害 

 「地震」をテーマとした参加型のワークショップを開催します（９月実施予定）。 

・令和９年度は山内図書館開館 50 周年となることから、周年事業として区内を舞台とした

スタンプラリーを予定しています。令和８年度はデジタルスタンプラリーの手法の準備およ

び、連携先との交渉を行い、令和９年の４月からスタートできるように準備をすすめます。 

・令和７年度に新規事業として開催した「マンガ読みほうだい」、「e スポーツ体験会」、「おし

ごとチャレンジ」を継続します。 

・子ども向けの講座を開催し、知識の窓を開きます。夏休みには、児童を対象とした講座を

開催します。「一日図書館員」「科学講座」を予定しています。 

・定例のおはなし会に加えて、春、夏、秋に特別おはなし会、冬におはなしフェスティバルを開

催し、子どもたちに図書館への来館を促します。 

・大型講演会を開催し、図書館未利用者へ図書館利用を働きかける機会を創出します。 

・夜間開館の時間を利用して「あざみ野ブックカフェ」を２回開催します。紅茶を飲みながら話

を聞く、ワークショップに参加するというスタイルで開催します。 

（カ）レファレンス機能の充実 

・レファレンスカウンター「レファレンス専用デスク・やまうちよろず相談処」に職員が常駐し、市民

の課題解決を支援します。 

・研修への参加や情報共有により職員のレファレンススキルの向上に尽力します。 

・効率的なツールを使ってレファレンスサービスを提供します。横浜市立図書館共通で利用す

る商用データベースおよび国立国会図書館デジタル化資料送信サービスをレファレンスに活

用していきます。各々のデータベースの変更等を速やかに把握し、最新の状態で利用者に

提供できるように研鑽します。 

・以下の山内図書館独自契約の商用データベースを継続します。 

①日経テレコン２１ 

②朝日新聞クロスサーチ 

③ヨミダス歴史館 

④官報情報検索サービス 

⑤ルーラル電子図書館（農文協） 

（キ）地域資料の継続的収集と地域情報の発信 

・横浜市で 2027 年に開催される国際園芸博覧会 GREEN×EXPO2027 と関連した展

示・講座を開催します。 

・図書館の内外に GREEN×EXPO2027 の横断幕と幟旗を掲示し、同博覧会の広報への

協力を行います。 

・地域資料を収集、整理し市民に提供します。 

・青葉区役所に出向いて、行政資料やパンフレット、リーフレットなどを収集します。集めた資

料は、精査の上、地域資料として登録していきます。 
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・地域のミニコミ誌で紹介された地域資料を入手します。また、地域の人々から寄せられた情

報をもとに、郷土資料を発掘し、地域資料として登録していきます。 

・郷土史を学びながら「街歩き」を楽しむ講座を継続します。 

・10 月には、神奈川県の無形文化財に指定されている伝統芸能「牛込の獅子舞」を見学す

る講座を予定しています。 

・青葉区の写真を収集してデジタル化し閲覧できるように構築した「青葉区風景写真データ

ベース」を提供します。市民から写真提供があった場合は、データを追加していきます。 

・地産地消をコンセプトとする移動販売「萬駄屋」を月１回の基本ペースで開催します。 

・ハマトレ（加齢に伴い移動能力が低下するロコモティブシンドロームを予防するため、横浜

市が高齢者の「歩き」に着目して開発した簡単にできるトレーニング）を図書館の前庭等

で月２回の基本ペースで開催します。 

・毎年開催される郷土史家開催の勉強会に参加し、講義を聞くとともに参加者との交流を

図ります。交流の中から、郷土について学ぶとともに、資料の発掘・寄贈につながることもあ

ります。 

（ク）学校への支援：年間計画は別紙２参照 

・学校図書館への支援を行い、子どもたちが読書に親しむ下地をつくります。 

・年度当初に校長会に出向き、各小中学校に対して学校支援のプログラムを配布します。

６月の学校司書研修の際、プログラムの内容を再度紹介し、各学校への周知を図りま

す。 

・学校図書館の環境整備相談の依頼に対して、学校を訪問して対応していきます。 

・中学生の職業体験、高校生のインターンシップ、大学生の図書館実習などのプログラムや

学校図書館教育研究会のプログラムに、以下の読書活動推進ツールを組み込んでいきま

す。 

①ビブリオバトル（本の紹介コミュニケーションゲーム） 

②Life with Reading（慶應義塾大学井庭崇研究室と株式会社有隣堂の共同開発

ツール、「創造的読書」の考え方を言語化し 27 個の言葉にまとめたカード） 

③本の楽しみ方カードワークショップ（Life with Reading の子ども版。ワークショップの形

態が多数あり、参加人数や学年に応じて新しい形態を取り入れていくことが可能） 

（ケ）広報活動 

・積極的な情報発信を行います。 

・ホームページを適宜更新していきます。令和５年度に WordPress でホームページを再構

築したことから、悪天候や感染症の流行などにより急な開館時間の変更等があるときでも、

迅速に「お知らせ」を更新できるようになっています。 

・ブログと SNS を活用して事業の広報を行います。ホームページとの差別化を図り、集客につ

ながる内容とします。ブログは月末に翌月の事業予定をまとめて紹介し、月半ばには前月

の事業の報告を掲載します。開催された各事業がどのような内容なのかが、写真と記事で
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伝わるように工夫していきます。SNS は講演会の演者や事業協力先への投稿依頼やシェ

アしてもらう方法を探り、拡散を図る工夫をしていきます。 

・青葉区役所戸籍課協力の下、青葉区への転入者に図書館サービスのチラシを配布し、山

内図書館のサービスを周知します。 

・紙媒体の広報として、『図書館だより』を年３回発行します。デジタルアーカイブとしてホーム

ぺージでも公開を予定しています。 

 

イ 業務運営 

（ア）コンプライアンスの徹底 

・法令遵守と倫理の徹底を図ります。職員は、有隣堂のエシックスカードを常時携帯し行動し

ます。また、年度当初に企業行動指針を基にしたコンプライアンス研修を実施します。 

・山内図書館の運営情報（「事業計画書」「事業報告書」「利用者フォーラム議事録」「セ

ルフモニタリング評価書」）をホームページ上で公開します。 

（イ）防災への取り組み 

・「災害対応マニュアル」を更新し、スタッフ全員で共有します。 

・併設の山内地区センターと合同で災害時対応研修を年２回実施します。 

・利用者参加型の防災ワークショップを開催します。 

（ウ）危機管理、安全衛生管理の徹底 

・職員会議を週１回開催し、図書館運営上の課題を話し合い改善していきます。 

・職員とアルバイトスタッフの代表で月１回ミーティングを行い、安全衛生を含めた課題を話し

合い、解決していきます。 

・図書館の両入口付近、および児童コーナー、新聞雑誌コーナーに設置した防犯カメラを運

用します。 

・施設管理者が館内外を巡回します。また、職員はカウンター業務が終了した際に館内を巡

視します。 

・「事件・事故防止および対応マニュアル」を更新し、スタッフ全員で共有します。有事に素早

く対応できるように初動体制を確立します。危機管理研修をスタッフ全員で受講します。 

・山内図書館、山内地区センターと施設管理者の３者ミーティングを年４回行い、危機管

理の情報共有を行うとともに課題解決に向けた話し合いを行います。 

（エ）個人情報の適正管理 

・横浜市個人情報の保護に関する条例及び有隣堂個人情報保護方針にもとづき個人情

報を適正に管理します。新規スタッフには個人情報保護に関する取扱いの確認を義務付

けます。 

・有隣堂プライバシーマネジメントシステム監査を行います。 

・個人情報棚卸（リスクチェックとプロセス分析およびリスク対策）を行います。 

・スタッフ全員を対象に、個人情報取扱および情報セキュリティについてテストを行い、取り扱

いについての確認研修を実施します。 
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（オ）適切な施設・設備管理 

・建築物・建築設備ともに令和８年度山内図書館建築・設備の保守管理表に基づき点検

を実施します（別紙３）。積極的な保守管理を行い、異常が発生する前に予防保全を

心掛けます。 

・設備機器の優先順位をつけ、計画的な予防保全等修繕を実施します。 

・地震、台風、大雨等の自然災害発生時には、施設の損傷状況を確認して必要な対応を

とるとともに、中央図書館企画運営課へ報告します。 

・清掃・環境衛生管理は、業務水準どおり適切に維持管理を行い、定期清掃ではワックス

掛けをし、美観を保ちます。 

 

ウ 職員育成 

（ア）スタッフの教育・研修 

・職員とアルバイトを対象とした下記研修を実施し、利用者対応の向上を図ります。 

 

実施月 研修テーマ 内  容 

４月 

接遇研修 

コンプライアンス研修 

個人情報保護研修 

日常の接客応対の基本を学び、コンプラ

イアンス、個人情報の取り扱いの確認を

する 

６月 危機管理研修  
施設に不審者が入ってきたときの対応方

法を学ぶ 

９月 
防災研修 

（地区センターと合同） 

地震・火災を想定し、避難訓練を行う。

出勤職員の初動を確認、消火器の設置

場所、使い方を確認 

11 月 人権研修 
多文化共生に向けた、海外にルーツをもつ

方への対応 

３月 
AED 研修 

（地区センターと合同） 

消防署の指導による AED の取り扱い訓

練。救急車到着までの対応を学ぶ 

実施月

未定 
情報セキュリティ研修 情報セキュリティ確認テスト 

 

・職員が中央図書館、県立図書館、神奈川県図書館協会等主催の研修に参加し、それ

ぞれの専門性を向上させます。 

・有隣堂本部社員と館長が職員及びアルバイトの評価とヒアリングを行い、問題の解決を図

り、モチベーションの向上につなげます。 
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エ 財務 

（ア）効率的な管理 

・予算内に経費を抑え、効率的に管理します。最低賃金の上昇及び物価高騰を鑑み予算

を作成します。 

（イ）その他 

・山内堂は、商品アイテムを見直すとともに、読書活動推進事業と連動した書籍等の販売に

より売り上げを伸ばし、目標とする売り上げを目指します。 
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予算案（令和８年度収支予算書） 

 

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

201,851,000 201,851,000 201,851,000

0 0 0

0 0 0 0 0

620,000 0 620,000 0 620,000

売店売上 120,000 120,000 120,000

自動販売機手数料 500,000 500,000 500,000

202,471,000 0 202,471,000 0 202,471,000

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

118,520,000 0 118,520,000 0 118,520,000

102,240,000 102,240,000 102,240,000

9,920,000 9,920,000 9,920,000

5,390,000 5,390,000 5,390,000

570,000 570,000 570,000

400,000 400,000 400,000

5,305,700 0 5,305,700 0 5,305,700

150,000 150,000 150,000

1,700,000 1,700,000 1,700,000

0 0 0

0 0 0

560,000 560,000 560,000

24,000 0 24,000 0 24,000

横浜市への支払分 24,000 24,000 24,000

その他 0 0 0

200,000 200,000 200,000

1,800,000 1,800,000 1,800,000

120,000 120,000 120,000

130,000 130,000 130,000

0 0 0

0 0 0

621,700 621,700 621,700 ごみ処理費

5,765,000 0 5,765,000 0 5,765,000

4,800,000 4,800,000 4,800,000 商用データベース、座席予約システム料他

965,000 965,000 965,000

39,150,300 0 39,150,300 0 39,150,300

22,100,000 0 22,100,000 0 22,100,000

電気料金 12,500,000 12,500,000 12,500,000

ガス料金 5,300,000 5,300,000 5,300,000

水道料金 4,300,000 4,300,000 4,300,000

5,378,500 5,378,500 5,378,500

1,600,000 1,600,000 1,600,000

1,122,000 1,122,000 1,122,000

6,949,800 0 6,949,800 0 6,949,800

空調衛生設備保守 2,167,000 2,167,000 2,167,000 空調熱源保守点検、冷却塔他管理

消防設備保守 396,000 396,000 396,000 消防設備点検、防火設備点検

電気設備保守 1,237,500 1,237,500 1,237,500 電気設備点検、非常用発電機保守点検、直流電源装置点検

害虫駆除清掃保守 184,800 184,800 184,800 害虫駆除

建築設備保全費
2,277,000 2,277,000 2,277,000

放送設備点検、電話交換機点検、昇降機点検、自動ドア点検、建

築設備点検

その他保全費
687,500 687,500 687,500

飲料水・ウォータークーラー水質検査、植栽剪定・草刈、煤煙測

定業務

2,000,000 2,000,000 2,000,000 LED交換

10,230,000 0 10,230,000 0 10,230,000

10,230,000 10,230,000 10,230,000

23,500,000 0 23,500,000 0 23,500,000 本部支援費（人件費、システム経費等）、研修教材費

23,500,000 23,500,000 23,500,000

0 0 0

202,471,000 0 202,471,000 0 202,471,000

0 0 0 0 0

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（税込、単位：円）

当該施設分

支出合計

差引

本部分

清掃費

修繕費

機械警備費

設備保全費

共益費

公租公課

消費税

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

光熱水費

雑誌・新聞購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

手数料

事業費

指定管理事業費

指定管理事業費（図書取次サービス）

管理費

備品購入費

健康診断費

福利厚生費

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

通勤手当

科目

指定管理料

利用料金収入

指定管理事業収入

雑入

収入合計

科目

人件費

給与・賃金

社会保険料

令和８年度　横浜市山内図書館　収支予算書及び報告書



令和8年度山内図書館読書活動推進事業年間計画表 別紙１

月 事業名 予算措置 記者発表 備考(連携先等)

企画展示「はるがきた！」

パネル展示「みんなで知ろう発達障害」
教育委員会事務局学校教育
部　特別支援教育課

企画展示「新しいこと、本といっしょに」 春の統一キャンペーン

パネル展「横浜特別市　横浜にふさわしい都市のかたち」（※調整中） 政策経営局制度企画課

春の特別おはなし会／紙芝居 春の統一キャンペーン

【新規】（仮称）青葉くらし情報交換ボード

大人の倶楽部活動ジブンブ① ○

おはなしボランティア養成講座 ○

マンガよみほうだい① 有隣堂

パネル展示「水道について考えよう！横浜の水道の今とこれから」（※調整
中）

水道局事業推進部広報課

（仮称）企画展示「あおばGO！」 NTTドコモビジネス株式会社

あざみ野ブックカフェ① ○

大人のためのおはなし会① 虹の部屋

パネル展示「熱中症シリーズ」（※調整中）
みどり環境局環境活動事業
課環境教育担当

企画展示「よんでみようこんな本」 夏の統一キャンペーン

わくわく科学教室①（※調整中） 夏休みこどもエコスクール

わくわく科学教室② ○ 夏の統一キャンペーン

書きたい人のショートショート講座 ○
小学生・ティーンズ向け／夏の
統一キャンペーン

図書館ボランティア 夏の統一キャンペーン

紙芝居のおはなし会 夏の統一キャンペーン

夏の特別おはなし会 夏の統一キャンペーン

一日図書館員 夏の統一キャンペーン

自習スペース貸します 夏の統一キャンペーン

ｅスポーツ体験
大場地域ケアプラザ、青葉区
高齢・障害支援課

4

6

7

5

8



パネル展示「食中毒予防」（区連携） 青葉区生活衛生課

企画展示「図書館でフレイル予防」 青葉区高齢・障害支援課

【新規】（仮称）ふかぼり防災 ○

おはなしボランティア養成講座　ステップアップ編 ○

認知症講座 ○

マンガよみほうだい② 有隣堂

企画展示「横浜の匠たちを知ろう！横浜マイスターパネル展」（※調整中）
横浜市経済局雇用労働課技
能班

図書館でフレイル予防　測定会＆健康相談 青葉区高齢・障害支援課

郷土を知る講座①牛込の獅子舞を見にいこう ○ 宮澤高広氏、貞廣典子氏

大人のためのおはなし会② 虹の部屋

秋の特別おはなし会　英語のおはなし会 ○
シェアリング・ケアリング・カル
チャー

パネル展示「こどもの虐待防止」 青葉区こども家庭支援課

パネル展示「がん検診・特定健診」 青葉区福祉保健課

【新規】（仮称）図書館DX／申込フォームにトライ！ 秋の統一キャンペーン

書きたい！人のショートショート講座 ○ 秋の統一キャンペーン

大人の倶楽部活動ジブンブ② ○
横浜市経済局雇用労働課技
能班／秋の統一キャンペーン

あざみ野ブックカフェ② ○

パネル展「性感染症予防」 青葉区福祉保健課

（仮称）企画展示「今年はなに年？」

青葉おはなしフェスティバル／冬の特別おはなし会
青葉おはなしフェスティバル実
行委員会、青葉区こども家庭
支援課、山内地区センター

【新規】（仮称）ボードゲームをしよう ○

マンガよみほうだい③ 有隣堂

学校図書館展示 区内小中学校

大型講演会 ○ ○ 青葉区こども家庭支援課

郷土を知る講座（街歩き） ○ 宮澤高広氏

おしごとチャレンジ ○

1

9

10

11

12



ｅスポーツ体験
大場地域ケアプラザ、青葉区
高齢・障害支援課

大人の倶楽部活動ジブンブ③ ○

大人のためのおはなし会③ 虹の部屋

パネル展示「（外部連携／未定）」

マンガよみほうだい④ 有隣堂

日時

毎月第２水曜日
15:30～16:00

毎月第２・４金曜日
10:30～10:50

毎月第４日曜日
10:30～11:00

毎月１回木曜日
※7月・8月は除く

日時

毎月第４木曜日
10:30～11:45

毎月第４水曜日
10:30～13:30

毎月
一般・児童

毎月
一般

月２回
10:00～12:00

毎月第１・第３木曜日
10:00～11:00

図書館でハマトレ

定例おはなし会

事業名・団体名

空とぶじゅうたんえほんとかたり　水曜日のおはなし会

空とぶじゅうたんえほんとかたり　金曜日の親子おはなし会

有料託児サービス やまちゃんひろば

空とぶじゅうたんえほんとかたり　日曜日のおはなし会

青葉区乳幼児健診出張おはなし会

その他の定例的な事業

事業名

2

子どもを育てるあそびとおはなし　おはなしごっこ０１２

図書館deマルシェ

テーマ展示

Happy Birthday 今月生まれの人の本

3



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

学校行事 入学式 運動会 夏休み 運動会 卒業式

山内図書館行事予定

調べ学習（訪問・来館）

図書館見学

図書館インタビュー

まちたんけん（2年生） 〇 〇 〇 〇

ブックトーク（来館・訪問）

読み聞かせ（来館・訪問）

職業体験 〇 ○ 〇

職業研修（講話）

職業インタビュー
〇

読んでみようこんな本各学年版印刷・配

付　本の展示・配付
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

読書活動ワークショップ 〇 〇 〇 〇

その他

学校図書館環境整備相談 〇 〇

連携相談

学校支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｱﾝｹｰﾄの配付
▲ ▲

学校図書館教育研究会・教職員向け研修 〇 〇 〇 〇

レファレンス

教職員向け貸出・セット貸出・相談

学校司書相談

読み聞かせ講座（訪問）

図書修理講座（来館・訪問）

図書修理相談（来館） ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

活動相談

児童･生徒作品展示

青葉区小中学校図書館活動展示 ▲ ▲ ▲ ▲ △

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

冬休み

令和8年度山内図書館学校支援年間計画 別紙２

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

⇔  重点的に相談を受け付けている期間

○　昨年度事業の申し込み状況を参考に事業を予定しているもの

▲　開催予定講座及び事業（△は検討中の事業）

■    山内図書館修理ボランティアによる修理相談受付

特別おはなし会 蔵書点検 ▲小学生の科学講座・一日図書館員
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                業　 　　務 法令 　　　 内　　容 再委託会社 契約締結方式 年回数 実施月

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

電気年次点検 ○ 全館停電作業 関東電気保安協会 随意契約 1 2月 ○

電気設備点検 ○ 電気工作物点検 関東電気保安協会 随意契約 6 隔月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用発電機保守点検 ○ 各機能点検 第一ﾃｸﾉ 随意契約 2 6・12月 ○ ○

蓄電池設備点検 ○ 各機能点検 ミヤケ電池 随意契約 2 4・10月 ○ ○

熱源機器保守点検（発生機他） 各機能点検 パナソニック 随意契約 4 4.8.11.2月
○冷房切
替

○冷房中
点検

○暖房切
替

○暖房中
点検

空調設備保守点検 各機能点検 相模設備 随意契約 2 5・11月 ○ ○

放送設備点検 （一般放送） 各機能点検 三洋装備 2 6・12月 ○ ○

ガス監視装置点検　(消防設備内） ○ 各機能点検 ハマ防災 随意契約 2 6・12月 ○ ○

電話交換機点検 各機能点検 三洋装備　○ 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

冷却塔他管理 ○ 各機能点検
市田化学 ○
三洋装備 □
パナソニック△

随意契約 8 4～11月
○C・S
□ｗｘ
△洗浄

□wx
○S
□wx

□wx
○S
□wx

□wx □wx ○C
Ｓ・薬補・C薬品洗浄
wx冷却水交換
△洗浄

建築設備維持管理（内外部） 建築設備等点検 三洋装備 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ばい煙測定業務 ○ 排ガス測定 富士産業 随意契約 2 9・2月 ○ ○

植栽剪定・草刈 除草工 植茂園 随意契約 2 6・8月 ○ ○

受水槽・高架水槽清掃 ○ タンク内洗浄 ジェクサ 随意契約 1 8月 ○

○ 水質検査 28項目 総合環境分析 随意契約 1 9月 ○

○ 水質検査 11項目 総合環境分析 随意契約 1 3月 ○

冷水器水質検査 ○ 水質検査 11項目 総合環境分析 随意契約 1 9月 ○

冷水器定期清掃 1.2 階 △ 各機能点検 三洋装備 6 隔月 ○ ○ ○
○図
○地

○ ○

○ 随意契約 3 6.8.11月 ○ｗ ○ｗ ○ｗ

随意契約 2 12.1月 ○ｗ ○ｗ

空気環境測定 ○ 定期点検 三洋装備 6 隔月 ○ ○ ○ ○ ○ ○

害虫駆除 ○ 定期点検 ｼｰ･ｱｲ･ｼｰ 随意契約 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 槽内洗浄 高城興業 随意契約 1 2月 ○

○ 槽内洗浄 高城興業 随意契約 2 8・2月 ○ ○

蓄熱槽清掃 槽内洗浄 高城興業 随意契約 1 10月 ○

建築物衛生管理 （水回り） ○ 衛生器具等点検 三洋装備 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消防設備点検 ○ 各機能点検 ハマ防災 随意契約 2 6・12月 ○ ○
次回　消防令和９年1
月提出

昇降機点検 ○ 各機能点検 日本ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 随意契約 12 毎月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自動ドア点検 各機能点検 神奈川ﾅﾌﾞｺ 随意契約 4 5.8.11.2月 ○ ○ ○ ○

特殊建築物定期調査 ○ 建築物定期点検 三洋装備 3年に1回 11月 次回令和９年実施

建築設備定期検査 ○ 建築設備等の点検 三洋装備 1 11月 ○

防火設備点検 ○ 各機能点検 ハマ防災 随意契約 1 12月 ○

定期清掃｛地区センター｝ 随意契約 12 毎月 A○ B○ A○ B○ A○ B○ A○ B○ A○ B○ A○ B○

定期清掃｛図書館｝ 随意契約 6 隔月 B○ B○ B○ B○ B○ B○

窓ガラス清掃 全館ガラス清掃 光陽興業 随意契約 2 8・2月 ○ ○

照明器具清掃 清掃 サポート 随意契約 1 11・12月 ○図 ○地

ブラインド清掃 清掃 サポート 随意契約 1 11・12月 ○図 ○地

日常清掃 清掃 三洋装備 毎日 毎日 ○1～30 ○1～31 ○1～30 ○1～31 ○1～31 ○1～30 ○1～31 ○1～30 ○1～28 ○4～31 ○1～28 ○1～31

機械警備 建物セキュリティ 京浜警備 随意契約 1 2月 ○

図書返却ポスト 各機能点検 伊藤伊 随意契約 1 12月 ○

○印は法令適用、△印は横浜市健康福祉局の指導。                                        

清
掃
等

清掃・床洗浄　
ワックス
サポート
アーク

　Aはサポートのみ
　Bはサポート/アーク

そ

の

他

建
物
等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年度山内図書館 建築・設備保守管理実施表　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　別紙３

項目
令和８年 令和９年

電
気
・
機
械
設
備

衛
生
管
理

飲料水水質検査

レジオネラ
冷却塔

レジオネラ検査 市田化学 ｗ採水
加湿機　PAC3

排水槽清掃(グリストラップ）

湧水槽清掃（雑排漕）


